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交通安全講話 7/10(金) 

中津川警察署交通課の方から交通

安全についてお話ししていただきま

した。ここ数年の交通事故の状況や、

具体的な事例を踏まえて、誰もが被害

者にも加害者にもなりうることを教

わりました。さらに、講師の実体験に

基づく高速道路の事故のお話は、非常

にリアルで、シートベルトを締めるこ

との大切さを改めて痛感させられま

した。講話のあとは、持ってきていた

だいた機材で反射神経を測りました。

判定結果で実年齢より若い数値や、

「アスリート級」などの判定が出ると、

拍手や歓声が上がっていました。 

 以下は生徒の感想の抜粋です。 

 

・私はまだ車を運転できる年齢ではないけれ

ど、車に乗るときは必ずシートベルトを着

用しようと思いました。 

・これから車の免許をとれる年齢になるの

で、自分の不注意で加害者や被害者になら

ないように気をつけたい。 

・自動車は、歩行者より危険性が高く、事故

を起こした場合にも自動車側の責任が重た

くなる場合が多いと聞くので気をつけた

い。 

・今、自分は車を運転しているけれど、操作

を一つでも間違えたら自分の命やほかの人

の命を奪ってしまうことになってしまうか

もしれないので、今後運転するときは気を

つけて運転していきたいです。 

・中津川市は思っていたよりも事故が多いこ

とを知ってかなり驚きました。自分も普段

歩いていてひかれそうになったりするの

で、運転免許をとって運転する機会が必ず

来るのでちょっとの気のゆるみとかが大き

な事故につながることを意識して安全運転

で生活したいです。 

 

三者懇談 7/13(月)～17（金） 
 

性教育講話 7/17(金) 

 恵那保健所の助産師と栄養士の方

からプレコンセプションケアについ

てのお話をうかがいました。プレコン

セプションケアとは、性別に関係なく

将来の妊娠や出産を考えながら、若い

うちから性や健康に関する正しい知

識を持ち、日々の生活習慣や健康管理

に向き合う取り組みのことです。近年

注目されているこの講話は、本校では

初めて行われました。昨年までの性教

育講話と違い、体重や食生活などの話

も盛り込まれており、生徒たちは自分

のＢＭＩを計算したり、朝食を摂るこ

との大切さを学んだりしていました。 

 

終業式 7/17(金) 

 この日は全員登校していました。

8/26（水）も全員揃って始業式を行え

ることを願っています。 

（文責・教務主任） 
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